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安全にお使いいただくために
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●Ｆコード送信
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19

そろっていますか？ ____________________________ 20

お使いになる前の確認 __________________________ 21

電話回線の接続と電源の入れかた _________________ 22

各部の名称とはたらき __________________________ 28

原稿のセットについて __________________________ 33

基本編

第１章　ご使用になる前に
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●●●電源の位置と入れかた
電源コードは、まず本装置に接続し、本体右側の電源スイッチが“○”
（OFF）になっていることを確認してから100 VのACコンセントに接続
してください。
アース線は、本体底面にあるアース線接続端子に正しく接続してください。
アース線は付属しておりません。アース線をご用意のうえ接続してくださ
い。
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［ダイレクト送信］

原稿を直接送信するには
セットした原稿をメモリに読み込ませず直接送信する方法をダイレクト送信と呼びます。
メモリ内に送信原稿が記憶されているときでも、セットした送信原稿を優先的に送信す
ることができます。

原稿の先端をそろえ、裏向きにして原稿台にセットします�
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解像度 ボタンを押して、ファイン ラスーパーファイン」を選択していても、通信文字と写真が両方あるとき
てください。

● 画像モード ボタンで「文字／写真」を選択したときは、 解像度
ボタンで「ファイン」または「スーパーファイン」を選択すると、
より鮮明な画像を送信することができます。

●原稿の読み取り中に、解像度や画質媬 P

原稿の読み取り中に、読み取り濃度の設定を変更することはできま
せん。

スーパーファイン�
ファイン�
標準�
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読み取り濃度を選択します

セット ボタンを押します。

3
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●送信の途中でエラーが発生すると、エラー送信レポートをプリント
します。➔ P.233

●エラー送信レポートをプリントしないように設定することもできま
す。➔ P.213

通信結果を知らせるメッセージは、しばらくすると自動的に消
えます。

そのほかの通信の結果は、∧または∨ボタンを押して表示さ
せることができます。

●まず送信結果が、次に受信結果が表示されます。
●過去45通信までさかのぼって確認することができます。
●送信の結果は、送信結果レポートや通信管理レポートでも確認する
ことができます。➔ P.230～ 233

ストップ ボタンを押すと、待機状態に戻ることができます。
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［電話の活用］

電話として活用するには
受話器または電話機を接続しているときは、原稿を送受信するだけでなく、普通の電話
機と同じように使うことができます。 オンフック ボタンを使うと、受話器を取らなく
てもダイヤルできます。

オンフック ボタンを押します

回線使用中 ランプが点灯し、“ツー”という信号音が聞こえ
ます。
● オンフック ボタンを押さずに、受話器を取ってもかまいません。
●
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［再ダイヤル］

相
➔

 P.233　ただし、レポ－ト設定の「送信結果レポート」を“プリン
ト　シナイ”に設定していると、エラ－送信レポ－トはプリントされ
ません。➔ P.213

●自動再ダイヤルの再ダイヤル間隔や再ダイヤル回数を変更することも
できます。➔ P.137

●自動再ダイヤルしないように設定することもできます。
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●●もう一度同じ相手先を呼び出すには（手動再ダイヤル）
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60

●グループダイヤルを間違って指定したときは、ストップ ボタンを
押してからグループダイヤルを指定し直してください。

●
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メモ
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65

受信するための基本的な設定_____________________ 66

受信設定を確認／変更するには ___________________ 67

ファクス原稿を自動的に受信するには _____________ 69
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68

●手動受信のときに、一定の時間、呼び出し音が鳴ったあと、自動受
信に切り替えるように設定することができます。� P.217（自動受
信切り替え）

●
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基本編

第３章
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呼び出し開始時間
電話を受けてから呼び出し音を鳴らすまでの時間を ダイヤル ボ
タンで設定します。設定範囲は０～30（秒）です（あらかじめ
「６秒」に設定されています）。�
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●
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［受信状況の確認］





78

ボタンを押すと、受信が中止できます。中止しないとき
は、＃ ボタンを押してください。
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基本編
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●●受信した原稿をプリントするには
記録紙を補給、またはインクカートリッジを交換すると、エラー ランプ
が消え、メモリに記憶されていた残りの原稿が自動的に記録紙にプリント
されます。
●たとえば10枚の受信原稿の３枚目までプリントし終わったところで記録紙が切
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［コピー］

コピーするには
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応用編

第５章

活
用
の
幅
を
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げ
る
送
信
機
能

複数の相手先に同じ文書を送信する

原稿をメモリに読み込ませます

スタート／コピー ボタンを押します。原稿がメモリに読み込
まれます。
原稿の読み込みが終わると、ワンタッチダイヤル、短縮ダイ
ヤル、ダイヤル ボタンの順番に送信されます。送信がすべて
正常に終了すると原稿はメモリから消去されます。
●途中で送信を中止するときは、ストップボタンを押してください。
“ツウシンヲ　チュウシ　シマスカ？”というメッセージが表示され
たら ボタンを押してください。ストップ ボタンを押すと、す
べての相手先への送信が中止されます（１ヵ所だけ送信を中止する
ことはできません）。

●話し中などで応答しなかった相手先には、その他の相手先に送信し
たあと、自動再ダイヤル機能で再送信します。➔ P.56
9
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［タイマ送信］
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Ｆコードを指定します
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応用編
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107

相手先のファクスにセットされている原稿を

受信する_________________________________ 108

接続した電話機から受信操作する ________________ 112
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応用編

第６章
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応用編
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ハ゜スワート゛�
　　　　　　　　　００＃１２３４５６７�

セット ボタンを押します。
●
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応用編
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128

●ダイヤルインサービスの利用に伴い、ファクス用の電話番号が変更
されたときは、発信元情報として登録している電話番号も変更して
ください。





130





132

∧または∨ ボタンを押すたびに、メモリ受信の各設定項目を
表示することができます。

メモリ受信の設定を終了します

設定の途中でも、ストップ ボタンを押すと、待機状態に戻る
ことができます。

6

セット ボタンを押すと、表示されている項目が選択できま
す。
●「メモリ受信の登録／設定項目」（�



133

応用編

第７章

メ
モ
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●レポートで“プリント　スル”を選択しても、レポート設定の受信結
果レポートを“プリント　シナイ”に設定していると、受信結果レ
ポートはプリントされません。� P.213

●ON時刻で“マイニチ”を選択したときは、“ヨウビ　シテイ”は指
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［メモリ照会］









140

➔
P.156,163,179

●●定時ポーリング受信の設定
定時ポーリング受信を設定するときは、次の手順で操作してください。

データ登録の設定項目を表示させます

ワンタッチパネルを開いて、登録／設定 ボタンを押します。

指定した時刻にポーリング受信する

1

�Â�ƒ�”�»�y�Ä�¢�é�«���y�
�}�©�×�ï�y�·�¿�Â� ��

�J�å �— 
ƒ�� ��
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応用編
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定時ポψ
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応用編

第７章

メ
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を
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機
能

受信原稿を転送する

3

4

セット ボタンを押します。

転送の設定項目を表示させます

∧または∨ ボタンを押して、“２．テンソウ”を表示させま
す。
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●●転送の設定変更
転送の設定を変更するときは、次の手順で操作してください。

3

転送の設定変更項目を表示させます

∧または∨ ボタンを押して、“２．ヘンコウ”を表示させます。

2

転送の設定項目を表示させます

「転送の条件設定」の手順１～３に従って、転送“１．サクセ
イ”を表示させます。➔ P.148

1
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グループダイヤルの登録番号を選択します
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管理編

第８章

カË_
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［プログラム通信］

ダイヤル登録で設定できる通信機能
ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルを登録するときに、電話番号や相手先の名前などの



177

管理編

第８章

オ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
の
登
録

ダイヤル登録で設定できる通信機能

∧または∨ボタンを押して、通信機能の設定項目を選択でき
ます。
●通信機能の設定項目の設定操作については、このあとの各項目の説
明を参照してください。
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3
セット�

Ｆコードを指定します

セット ボタンを押します。

Ｆコート゛　ソウシン�
　１．Ｆコート゛�

セット� セット ボタンを押します。

Ｆコート゛�
�

ダイヤル ボタンを使って、Ｆコードを入力します。20桁以内
で、数字、
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管理編











186

相手先の電話番号を指定します

国際ダイヤル番号、相手先の国番号、市外局番、電話番号の順
で入力します。
●あらかじめ、登録前に相手先に電話し、呼び出し音が聞こえるまで
の時間を確認しておき、登録する電話番号のあとに必要に応じて、
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管理編
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［電話番号リスト］

登録した電話番号を確認する
ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤルに登録されている内容を電話番
号リストで確認することができます。

レポートの項目を表示させます
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電話番号リストをプリントします
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管理編

第８章
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グループダイヤル電話番号リスト

ワンタッチダイヤル電話番号リスト２

登録した電話番号を確認する

短縮ダイヤル電話番号リスト２
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［回線設定］

電話回線の種類を設定する
電話回線は、当社とお客様の契約にもとづいて設定されています。ダイヤル回線（パル
ス回線）かプッシュ回線（PB回線）かを確認し、正しく設定してください。

●●回線の種類を変更するには

●●回線の種類を確認するには
本装置は、あらかじめ20PPSのダイヤル回線に設定されています。
117（時報）や177（天気予報）にダイヤルしてつながったときは、その
まま使用してください。
●時報や天気予報につながらないときはプッシュ回線に設定してください。

回線の設定項目を表示させます

ワンタッチパネルを開いて、登録／設定 ボタンを押します。

1

セット ボタンを押します。

セット ボタンを押します。

∧または∨ボタンを押して、“8．カイセン　シュルイ　セ
ンタク”を表示させます。
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ダイヤルスピードを選択します

∧または∨ボタンを押して、“20PPS”、
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●●発信元情報の登録方法について
発信元情報の各項目（日付／時刻、電話番号、ユーザ略称）は、次ページ
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●●送信機能設定の登録／設定項目の種類と内容
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［受信機能設定］

受信機能設定のメニュー項目
受信機能設定のメニューブロックには、８種類の登録／設定項目があります。

●●受信機能設定の登録／設定項目を選択するには
「メニューブロックを選択するには」の手順３（� P.209）で
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登録／設定項目

５.リモート受信

（リモート受信ID）

６.代行受信

（代行受信アラーム）

７.受信情報記録
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［メモリ管理設定］

メモリ管理設定のメニュー項目
メモリ管理設定のメニューブロックには、２種類の登録／設定項目があります。

セット ボタンを押すと、表示されている項目が選択できま
す。

∧または∨ボタンを押して、設定する項目を表示させます。

メモリ　カンリ　セッテイ�
　１．テイシ゛　ホ゜ーリンク゛�

メモリ　カンリ　セッテイ�
　１．テイシ゛　ホ゜ーリンク゛�

メモリ　カンリ　セッテイ�
　２．テンソウ�

▲　▼

セット�
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メモ
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●
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●本体に内蔵されているバックアップ電池は完全に充電しておくように
してください。充電するためには、本装置の電源を30分以上連続で入
れておく必要があります。バックアップ電池が完全に充電されていな
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管理編

第12章
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244

上段記録紙カセットは必ずセットしてください。下段記録紙カセット
だけをセットした状態では、原稿を受信しても記録紙がつまったり、



管理編

第12章

日
常
の
管
理

245



246







管理編

第12章

日
常
の
管
理

249









管理編

第12章

日
常
の
管
理

253

インクカートリッジのセットと交換

●●インクカートリッジの取り扱い
インクカートリッジは、以下の点に注意しながら取り扱ってください。
●インクカートリッジは、本装置にセットする直前まで開封しないでください。
開封したまま放置すると、ヘッドが目づまりしたりインクが蒸発してしまう
ことがあります。また、開封後は、なるべく1年以内に使い切るようにして
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管理編
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［原稿除去］
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管理編
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は

●上段、下段の順で背面カバーを開けてください。

記録紙カセットを元に戻します2
背面カバーを静かに開きます

背面カバーのツマミを持ったままゆっくりと押し下げてくださ
い。記録紙がつまっているときは、背面カバーが元に戻らない
ように押さえながら記録紙を取り除いてください。

3
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プリンタカバーのツマミを持ってプリンタカバーを開きます

記録紙がつまっているときは、取り除いてください。
4
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システムエラーコード
数字の前に“#”が２つついているエラーコードは、システムエラーです。
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管理編
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管理編
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ディスプレイに表示されるメッセージ

ハ

再ダイヤルしても応答がありません。もう一度はじめからやり直し
てください。

記録紙がつまっている可能性があります。つまった記録紙がないか
点検してください。� P.262

記録紙がつまっていない場合は、プリンタに異常があります。電源
を切り約５秒以上たったら、もう一度電源を入れ直してください。
それでもこの表示が消えないときは、局番なしの113番にご連絡く
ださい。

Fコードを指定してポーリング受信をしようとしたとき、相手先の
ファクスがFコードに対応していなかったため、ポーリング受信で
きませんでした。相手先のファクスを確認してください。� P.110

マ

メモリ代行受信などでメモリがいっぱいです。メモリに記憶された
原稿をプリントしてください。 � P.80,137

解像度や画質を「スーパーファイン」や「文字／写真」に設定して
いるときは、ダイレクト送信するか、あるいは解像度を「ファイン」
や「標準」に、画質を「文字」に設定してからメモリ送信してみて
ください。

ヤ

回線の状態が悪い、あるいはシステムの誤動作によりエラーが発
生しました。もう一度はじめからやり直してください。
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操作パネルのディスプレイにメッセージ
が表示されていますか。

困ったときには
昨日まで使えていたのに急に送受信やコピーができなくなった、引っ越したらファクスが
使えなくなったなど、本装置が正しく使えないというときは、まずこのページに沿って
チェックしてみてください。
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ファクス送信でのトラフ

電話回線の種類が正しく設定されていますか？
電話回線の種類を確認し、

� 電話番号停

� 相手先のファクスの記録紙がなくなっていませんか？
記録紙がなくなっていないか、相手先に確認してください。
相手先の回線が送受信中、話し中等で使用中になっていませんか？
当社のお話し中調べ（局番なしの114番）でご確認ください。

  送信のときにすぐメモリがいっぱいになる

チェック� 解像度が「スーパーファイン」になっていませんか？画質が「文字／
写真」になっていませんか？
原稿に細かい文字や写真が含まれていないときは、解像度を「標準」
にし、画質を「文字」にしてください。➔ P.46

原稿に細かい文字や写真が含まれているときは、メモリ送信ではな
くダイレクト送信してください。➔ P.42
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  記録紙に何もプリン
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ダイヤルインでのトラブル



279

管理編

第13章

困
っ
た
と
き
は

困ったときには



280





282



283

付　録



284

無鳴動自動受信

Ｆネットを使った受信では、呼び出し音を鳴らさずに自動的
に受信することができます。電話と間違えて受話器を取るこ
とがないので、１本の電話回線で電話とファクスを効率よく
使うことができます。









288

グループダイヤル .................複数の宛先を登録したワンタッチダイヤルまたは

短縮ダイヤル .........................................................
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呼び出し時間.........................受話器や電話機の
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さくいん

ID番号 ...................................リモート受信するときのダイヤル番号 ...................................... 112

ITU-T .....................................国際電気通信連合会の通信規約などを制定する部門................. 101
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使い方等でご不明の点がございましたら、NTT通信機器お取扱相談センタへお気軽にご相談ください。
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